
JP143 男女群島（だんじょぐんとう） 

長崎県：五島市 

位置 N 32°02′ E 128°24′ 

面積 416ha 

 

環境構成【島嶼／森林】 

男女群島は、九州の西方、五島列島の福江島の南南西約

70km の東シナ海にあり、北から男島（約 2.7k ㎡）、ク

ロキ島（0.1k ㎡）、中ノ島（0.3k ㎡）、ハナグリ島（0.2k

㎡）、女島（1.3k ㎡）と、多数の小岩礁からなる無人島

（灯台の職員が交代で勤務）。最高峰は女島の海抜 283

ｍ、海岸線には断崖をめぐらし、柱状節理が発達してい

る。群島全体が国の天然記念物に指定されており、許可

なく上陸はできない。近年、高速船（民間の瀬渡し）の

普及に伴い釣りやダイビングのポイントとしても注目

を集めている。 

植生は、ハチジョウススキ、ヒゲスゲ、ヤブソテツなどからなる草本群落と、タブ、

マサキ、ヤブニッケイ、ヤブモッコク、アオキなどの常緑広葉樹林（樹高３～10m）

が広く分布する。鳥類は、カツオドリ、アカコッコ、アカヒゲなど南方系の鳥類が生息し、

オオミズナギドリが高密度に営巣している。また、春の渡りの記録から、渡り鳥の貴重な中

継地となっていることが推察されている。 

 

選定理由 

A1 カンムリウミスズメ・ウチヤマセンニュウ 

A2 カラスバト・アカヒゲ 

A4ii オオミズナギドリ・カツオドリ 

A4iii オオミズナギドリ 

 

保護指定 

サイトの全域（90％以上）に法的な担保がある 

＜保護指定の内容＞ 

国指定鳥獣保護区（男女群島）、保護林 

＜その他＞ 

国指定天然記念物男女群島 

写真提供：馬田勝義 



保全への脅威 

・ごみ問題（釣り人やダイバーが捨てるゴミ、釣り針など） 

・ネズミによるオオミズナギドリの卵やヒナの捕食 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

減っている 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：有 

＜調査データの入手方法＞ 

モニタリングサイト 1000 で山階鳥類研究所がオオミズナギドリの巣穴調査をして

いる 

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

情報なし 

・IBA 選定基準種の生息環境： 

普通（70～90％が最適の状態） 

 

保全活動 

・モニタリング調査：実施者（山階鳥類研究所） 

内容：モニタリングサイト 1000 でオオミズナギドリの巣穴を調べている 

・その他： 

 周辺海域の清掃作業（男女群島僚船会） 

ダイバーなど 100 人が参加し、海底から拾い上げた釣り針だけで軽トラック１台分、そ

の他３ｔあまりのゴミを回収。 

 

見られる鳥 

1965 年～1977 年の春期（４～５月）および夏期（７～８月）に確認された鳥類は、34 科

18 種。主要鳥類としては、カンムリウミスズメ、アカヒゲ、カラスバト、オオミズナギド

リ、カツオドリ、ミサゴ等があげられる。このうち、カツオドリは、197 年調査では 1,000

羽近くが観察されているが繁殖は不明。1977 年春期調査では、サギ類８種、ワシタカ類８

種、シギ・チドリ類、セキレイ類９種、ツグミ類９種、ヒタキ類９種が記録されており、渡

り鳥の中継地となっている。 

記録種 
カンムリウミスズメ、アカヒゲ、カラスバト、オオミズナギドリ、カツオド

リ、ミサゴ 

旅鳥 

カラシラサギ、アカハラダカ、オオメダイチドリ、コシャクシギ、ヤツガシ

ラ、ヤマショウビン、イワミセキレイ、ツメナガセキレイ、キガシラセキレ

イ、コホオアカ、シロハラホオジロなどの記録が含まれている 



＊男女群島の周辺海域は、マリーン IBA（Marine Important Bird and Biodiversity 

Areas：海鳥の重要生息地）に選定されている 

詳しくはこちら http://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/miba/ 

 

 

関連団体・自治体・施設等 

・日本野鳥の会長崎県支部  



 


